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要望事項

１． リン酸オセルタミビル（タミフル）と突然死、異常行動後事故死

の因果関係を認めること。

２． そのために、リン酸オセルタミビル（タミフル）異常行動との関

連を調査した廣田班中間報告を撤回し、正しい集計をし、関連が

あることを公にすること。

３． 多数の死亡が観察されたことが伺える7日齢の幼若ラットを用い

た新たな毒性試験結果を速やかに公表し、第三者が関連の有無を

検討できる状態にすること。

４． その他、多数の因果関係を示唆するデータを正当に評価して関連

が強いことを認めること。

５． 突然死についても因果関係を認めること。

６． 本来は全年齢で使用中止すべきであるが、それができない場合で

も、少なくとも添付文書の「警告」欄に「突然死の危険性」につ

いて記載すること。

７． さらに、遅発型の反応 ᾿ ᾿ ᾿ ’

‘ 等との因果関係の可能性を認め、添付文書に記載すること。
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